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初
雪
が
舞
い
、
冬
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
の
感
染
は
、
再
び
拡
大
を
続
け
、
第
３
波
の
到
来
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行
も
心
配
さ
れ
る
季
節
で
す
の
で
、
御
家
庭
で
も
、

登
校
前
の
検
温
、
健
康
観
察
、
体
調
管
理
等
に
万
全
を
期
し
て
い
た
だ
き
、
体
調
不

良
や
発
熱
の
あ
る
場
合
は
、
早
め
に
病
院
で
の
診
察
を
受 

け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

今
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
３
年
生
か
ら
２
年
生
へ
と
リ 

ー
ダ
ー
が
交
代
し
、
３
年
生
か
ら
熱
い
ハ
ー
ト
を
引
き
継 

い
だ
後
輩
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
学
校
を
よ
り
良
い
も
の 

に
し
て
い
こ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
先
週
の
テ
ス
ト
期 

間
中
は
、
各
学
年
と
も
自
主
的
に
勉
強
す
る
生
徒
の
姿
が 

あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
部
活
動
や
学
校
行
事
ば
か 

り
で
は
な
く
、
授
業
や
勉
強
に
も
頑
張
る
生
徒
が
以
前
に 

も
ま
し
て
増
え
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
生
徒
会
か 

ら
提
案
さ
れ
た
「
ノ
ー
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
週
間
」
へ
の
取 

り
組
み
も
功
を
奏
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
本
物
の
文
武 

両
道
に
挑
戦
す
る
気
持
ち
が
、
子
ど
も
た
ち
の
中
に
少
し 

ず
つ
で
す
が
育
ち
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ま
も
な 

く
12
月
。
諸
活
動
の
第
一
線
か
ら
退
い
た
３
年
生
は
進
路 

決
定
の
三
者
面
談
を
控
え
、
自
分
の
進
む
べ
き
将
来
を
選 

択
す
る
岐
路
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
こ
れ
か 

ら
体
力
勝
負
の
受
験
勉
強
本
番
を
迎
え
ま
す
。
１
、
２
年 

生
に
と
っ
て
も
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
も
が
や
が
て 

は
、
自
分
の
進
む
道
を
選
び
決
定
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
の
努
力
が

未
来
を
変
え
る
唯
一
の
方
法
で
す
。
学
期
末
を
迎
え
、
各
学
年
と
も
自
分
の
将
来
や

今
の
生
活
を
考
え
る
大
切
な
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
３
年
生
か
ら
輝
か
し
い
伝

統
を
引
き
継
ぐ
こ
と
を
託
さ
れ
た
２
年
生
、
１
年
生
は
文
武
両
道
に
わ
た
る
活
躍

を
期
待
さ
れ
、
力
強
く
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
冬
休
み
ま
で
３
週
間
あ
ま
り
、

日
ご
と
寒
さ
も
増
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
時
期
に
こ
そ
、
落
ち
着
い
た
生
活
態

度
を
養
い
、
本
物
の
文
武
両
道
を
目
指
し
て
自
分
を
鍛
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
等
も
多
い
12
月
。
こ
の
師
走
を
い
か
に
過
ご
す
か
が
、
来
年
の

飛
躍
に
つ
な
が
り
ま
す
。「
自
分
を
鍛
え
る
12
月
」
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 
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 １１月１０日、体育館で後期の「任命式」が行われました。生徒会役員をはじめ、委員会、各学年 
ともに新しい布陣で、自分たちの学校を自分たちの手でより良いものにしていく活動がスタートし 
ます。 後期は大きな行事がない分、学校や学年の課題や問題にじっくりと落ち着いて向き合うこと 
ができます。リーダーの先見の明と積極的な活動が白銀中学校を変えていきます。リーダーの活躍に 
期待するところ大です。頑張れ！New リーダーたち!! 
  白
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後輩から感謝が、先輩から熱い思いが伝えられた 引継式の様子 

 



 
 

11
月
11
日
、
第
２
回
生
徒
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
議
長
に 

〇
〇
〇
〇
君
、
副
議
長
に
〇
〇
〇
〇
〇
さ
ん
、
〇
〇
〇
さ
ん
が
選
出 

さ
れ
、
議
長
団
の
進
行
で
各
委
員
長
か
ら
後
期
の
計
画
等
が
発
表
さ 

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
質
疑
応
答
に
入
る
と
、
各
委
員
長
に
次
々
と 

質
問
が
出
さ
れ
る
等
、
自
分
た
ち
の
学
校
を
よ
り
よ
く
し
た
い
と
い 

う
思
い
が
伝
わ
る
活
発
な
質
疑
応
答
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
生 

徒
会
か
ら
、
白
中
生
の
生
活
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
が
発
表 

さ
れ
ま
し
た
。
成
績
と
ネ
ッ
ト
時
間
は
関
連
し
て
い
る
こ
と
、
成
績
は
「
能
力
の
差
で 

は
な
く
努
力
の
差
」
が
大
き
い
と
い
う
結
果
か
ら
、
テ
ス
ト
週
間
中
の
「
ノ
ー
イ
ン
タ 

ー
ネ
ッ
ト
」
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
メ
デ
イ
ア
と
接
触
す
る
時
間
を
自 

分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
す
る
力
の
獲
得
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
こ
と
だ
と
感 

じ
ま
す
。
そ
の
後
、
各
学
年
に
よ
る
話
合
い
が
行
わ
れ
、
全
校
体
制
で 

の
取
組
が
決
定
し
ま
し
た
。
後
期
の
生
徒
会
執
行
部
と
各
委
員
長
の
連 

携
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
生
活
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
が
始 

ま
り
ま
す
。
新
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
挑
戦
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
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＊感染症等の状況により日程を変更する場合があ
ります。ご了承ください。 

 
１２月１日（火）全校朝会 
   ４日（金）調査書作成委員会② 
   ５日（土）数学検定 
   ８日（火）壮行式（吹奏楽部） 
   ９日（水）三者面談（全校）～15 日 
  １２日（土）アンサンブルコンテスト 
  １８日（金）校内推薦者適格者会議 
  ２２日（火）生徒委員会 
  ２３日（水）終業式 
  ２４日（木）冬季休業～1/12 柔道寒稽古 ～12/27 
  ２８日（月）教育課程編成会議 
  ２９日（火）年末・年始休業～1/3 
  ３１日（木）大晦日 
 
１月 １日（月）元日  
   ５日（火）インドアテニス大会 ～1/6 
   ７日（木）バレー新春大会 ～1/8 
   ８日（金）バスケウィンターカップ 2021 ～1/10 
  １０日（日）八戸市成人式 

１１日（月）成人の日 南部地区陸上競技大会 
１３日（水）３学期始業式 
２２日（金）英語検定 
２６日（火）全校朝会 
２７日（水）職員会議 
２８日（木）生徒委員会 
２９日（金）新入生保護者説明会 
３１日（日）卓球選手権大会 

    

          学校は授業が命です。まず、授業が充
実し、誰もが「わかった」「できた」「身
についた」を実感できる授業力を身に着
けることが教員としての本務です。情熱
が必要なことは言うまでもありませんが 
情熱だけでは不十分で、教材研究や指導

技術、生徒理解等も必要です。そのためには、学び続ける必
要があり、外部から講師を招いて勉強したり、教員同士で授
業を参観し合うなど自らの授業力の向上に役立てています。
10 月 27 日は、〇〇〇教諭が１年２組で国語の研究授業を行
いました。この日は、「故事成語の意味」を踏まえ、日常生
活を想定した短作文を書くという目標の授業でした。グルー
プごとに故事成語を調べたり、すべての生徒が理解できるよ
うにとの工夫が随所にちりばめられた授業に、子どもたち 
も集中して取り組んでいまし 
た。放課後、会議室で行われ 
た研修会では、課題も指摘さ 
れるなど教科の枠をこえた活 
発な意見交換が行われました。 
また、〇〇〇〇拠点校指導教 
員から貴重な指導助言をいた 
だくなど、充実した研修会となりました。 

【令和２年度後期 各委員会の目標】 

生徒会 「守・破・離」 

｢守｣決められた型を守って、繰り返し基本を習得する。 

｢破｣基本をベースにしながら｢自分なりの工夫｣をして徐々に基本を破る。 

｢離｣型や基本から離れ、まったく新しいオリジナルを生み出す。 

環 境 仕事を真面目にやり、きれいな学校を目指す 

保 健 自分の仕事に責任感を持って協力しながら活動しよう 

給 食 全校の給食活動が円滑に進むようにする 

図 書 図書室の使い方を工夫し、利用者を増やす 

放 送 明るく元気に はきはきとつっかからずに放送 

１学年 まわりの意見を尊重し、一人一人がＴＰＯを徹底

できる学年 

２学年 熱いハートで１ｕｐ 草のように根強い絆 

３学年 ｢愛｣ 熱く！ 厚く！ 篤く！～全員で全力で～ 

 

三者面談（全校）が始まります。（12/9～12/15） 
 三者面談が 12 月 9 日から始まります。保護者の 
皆様には、年の瀬を迎え、多忙を極めている時期 
かと思いますが、どうぞご協力お願いします。 

「ノーインターネット週間」学年提案 

 １学年 使用時間 １時間以内 

 ２学年 使用時間 平日 30 分、休日１時間 

 ３学年 使用時間 １時間半以内 


